
畜産ＩＣＴ機器情報提供者 申込用紙 

 

本研修会では、畜産ＩＣＴ普及のため、畜産農家向けに最新の畜産ＩＣＴ機器を紹介する場を

提供させていただきます。一般的に畜産ＩＣＴとは、ロボット技術や、ＡＩ、情報通信技術（Ｉ

ＣＴ）等の先端技術を活用した新たな畜産技術のことをいいます。本研修会は、飼料増産研修会

となりますが、畜産ＩＣＴ普及の観点から飼料生産技術以外のＩＣＴ機器も対象としています

（例：家畜の発情・分娩予測、生体情報・行動モニタリング、次世代畜舎、経営データ管理等）。

以下をよくお読みの上、積極的な参加をお願いします。 

 

発表方法：Zoomによるプレゼンテーション（ＰＲ） 

発表時間：１発表者 約７分（発表５分、質問２分）を予定 

     （参加事業者数により調整となりますので、事業者確定後、詳細を連絡） 

申込方法：本用紙を注１の資料とともにメール(kyusyu_shiryo@maff.go.jp)送付 

申込締切：令和４年 11月 18日（金）17:00 

参加費用：無料（通信費や資料の郵送料等は自己負担願います） 

 

【発表者の概要】 

会社名 

 

 

ご担当者所属部署名 

 

 

ご担当者氏名 

 

 

（発表者が異なる場合は、発表者も記入） 

ご連絡先 

 

e-mail 

 

 

 

電話番号 

 

情報提供いただける 

ＩＣＴ機器等の名称 

 

ＩＣＴ機器等の概要 （簡潔に） 

 

 

注１：事前審査のため、申込時に以下の資料（PDF等）を添付し提出してください。 

 ・当日のプレゼンに用いる資料もしくは、紹介する機器等のパンフレット等 

  ・会社の概要がわかる資料（パンフレット、HPの URL等） 

 

  申し込み締切後、すみやかに発表内容等が研修会にふさわしいか等の審査を畜産課内 

 で行い、発表者を決定いたします。その後、詳細につきまして担当からご連絡いたします。 

 なお、ご提出いただいた資料は返却できかねますので、ご了承ください。 

 

mailto:kyusyu_shiryo@maff.go.jp


注２：研修会当日は、Zoomで映像や音声をつなぎ、各発表者７分（発表５分、質問２分）程度でＰ

Ｒしていただきますので、資料の作成等よろしくお願いします。なお、発表者数は５社程度を

想定していますが、発表・質問時間、研修会終了時刻等につきましては、応募者数により変更

となる可能性がありますのでご了承下さい。 

 

注３：本研修会の情報提供については、畜産ＩＣＴ機器の普及を目的として当該機器等のＰＲの場

を提供するものであり、本研修会の開催により発表者が不利益・損害を被った場合につきまし

ては、一切責任を負いません。また、当日の通信事情等により映像や音声が乱れる、または配

信不能となる可能性もありますので、ご了承ください。そのような場合につきましても、当局

は一切責任を負いません。 


